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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 8 月 9日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 
記 

 

●業績予想の修正について 

  平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前 回発表予 想（Ａ） 

百万円

274,000 

百万円

24,000 

百万円

23,000 

百万円 

21,000 

円 銭

88.47 

今 回発表予 想（Ｂ） 249,000 14,000 13,000 10,000 42.13 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △25,000 △10,000 △10,000 △11,000 ― 

増 減 率 （ ％ ） △9.1 △41.7 △43.5 △52.4 ― 

(ご参考)前期実績 
(平成 23 年 3 月期) 

254,952 26,811 26,531 25,686 108.21 

 

(2) 修正の理由 

今後の経済環境は、欧州の債務問題や米国の景気低迷の世界経済への波及に加え、新興国での

物価上昇に伴う景気下振れリスクやタイの洪水によるサプライチェーンへの影響も懸念されるな

ど、当面、予断を許さない状況が続くものと見込まれます。 

当社を取り巻く事業環境では、半導体 終製品の需要減速や世界的な景気減速懸念の高まりを

受け、半導体メーカーでは引き続き設備投資に慎重な姿勢をとることが予想されます。 

このような環境のもと、平成 24 年 3 月期の通期連結業績予想につきましては、当第 2四半期連

結累計期間の業績および現在の受注動向等から、主に半導体機器事業の売上・利益が前回予想を

下回る見込みとなりました。平成 23 年 8 月 9日に公表した連結業績予想では、事業環境を見極め

ることが困難であったため下半期の予想を見直さず据え置きとさせていただいておりましたが、

上記を踏まえ、平成 24 年 3 月期の通期連結業績予想を修正いたします。 

 

(注)上記業績予想の前提となる第３四半期以降の為替レートは 1 米ドル＝75 円、1 ユーロ＝105

円を想定しております。なお、業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。 

 
以 上 


